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（（（（訂正訂正訂正訂正）「）「）「）「平成平成平成平成 23232323 年年年年３３３３月期月期月期月期        第第第第２２２２四半期決算短信四半期決算短信四半期決算短信四半期決算短信〔〔〔〔日本基準日本基準日本基準日本基準〕（〕（〕（〕（連結連結連結連結）」）」）」）」    

のののの一部訂正一部訂正一部訂正一部訂正についてについてについてについて    

 

平成 22 年 10 月 29 日付「平成 23 年３月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に

ついて訂正がありましたのでお知らせいたします。 

 

１． 訂正の経緯  

訂正の経緯につきましては、平成 25 年 10 月 25 日付「不適切な会計処理が行われていた

可能性についてのお知らせ」および平成 25年 11 月 5 日付「社内調査委員会の調査報告書の

受領及び当社の対応について」にて開示しておりますので、ご参照ください。 

２． 訂正内容  

訂正箇所には下線を付して表示しております。  

 

 

以上 



【訂正後】

１．平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

平成23年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
平成22年10月29日

上場会社名 株式会社 雪国まいたけ 上場取引所 東

コード番号 １３７８ URL  http://www.maitake.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)  大平 喜信
問合せ先責任者 (役職名) 取締役兼執行役員管理本部長 (氏名)  山本 忠義 ＴＥＬ 025-778-0111
四半期報告書提出予定日 平成22年11月12日 配当支払開始予定日 －
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 11,397 16.2 △316 － △690 － △408 －

22年３月期第２四半期 9,806 △2.8 △511 － △897 － △538 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 △11.09 －

22年３月期第２四半期 △15.25 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 34,378 5,158 14.1 131.62

22年３月期 32,083 6,318 19.0 162.80

（参考）自己資本 23年３月期第２四半期 百万円4,838 22年３月期 百万円6,094

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

23年３月期 － 0.00

23年３月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 当四半期における配当予想の修正有無 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,000 14.8 3,190 18.2 2,600 29.7 1,555 35.9 42.16

(注) 当四半期における業績予想の修正有無 無



４．その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 社（社名 ）、除外 社（社名 ）

(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(３) 会計方針の原則・手続、表示方法等の変更

(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

(４) 発行済株式数（普通株式）

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「(３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

(１) 当四半期中における重要な子会社の異動 無

－ －

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 有

①  会計基準等の改正に伴う変更 有

②  ①以外の変更 無

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 38,890,375株 22年３月期 38,890,375株

②  期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 2,125,721株 22年３月期 1,454,433株

③  期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期２Ｑ 36,885,951株 22年３月期２Ｑ 35,287,164株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、順調な新興国経済や政府の経済政策の効果を背景に緩やかな

景気回復が続きましたが、雇用情勢や個人消費は依然低迷を続けており、景気刺激策の効果一巡、円高進行、新興

国における経済の陰りなどの不安要素もあり先行きの不透明な状況が続いております。

生鮮食品業界におきましては、ゲリラ豪雨や記録的な猛暑などの天候不順から不安定な野菜の出荷状態が続き、

価格も変動の激しい相場展開となりました。個人消費につきましては、根強い節約志向が続き、小売業界において

も価格訴求が強まる厳しい販売環境で推移しました。

こうした中で当社グループは、当事業年度を初年度とする「2010年－2012年中期経営計画」を策定し、継続的な

成長を目指し、新たなビジネスモデルの構築とグローバルな事業展開、そして経営体質の強化に向けた取り組みを

進めてまいりました。

生茸事業は、個人消費の低迷が続く中で、営業員の増員など営業体制強化に取り組み、新規顧客開拓や販売管理

機能の精度向上に注力し、市場環境の変化にも柔軟に対応できる管理体制を整えてまいりました。その結果、茸の

国内売上高は81億74百万円となり、前年同四半期の売上高72億39百万円を９億34百万円（12.9％増）上回りまし

た。中でも、まいたけにつきましては、その機能性への関心の高まりから需要が拡大し、売上高は42億92百万円

（前年同四半期比28.9％増）と大幅な増収となりました。

また海外（中国）で生産・販売を行っているその他生茸のえのき茸の売上高は４億２百万円（前年同四半期比

20.3％増）と堅調な実績となりました。

もやし・カット野菜事業につきましては、カット野菜の利便性に加え、きのこがたっぷりと入った値ごろ感、独

自のパッケージ製法による商品完成度の高さ、自社での高度な残留農薬検査等の安全体制などの優位性を訴え、拡

販を進めてまいりました。また、消費者ニーズを取り入れ、既存商品の一部リニューアルを行うと共に、シリーズ

第４弾の新商品「にら・もやしＭＩＸ」を発売開始するなど、加熱調理用カット野菜のトップメーカーとして一層

のカット野菜市場の拡大を目指し、積極的な事業戦略を展開してまいりました。このカット野菜の売上増加によ

り、もやし・カット野菜事業の売上高は13億96百万円（前年同四半期比76.4％増）と大幅な増収となりました。

以上により、当第２四半期連結累計期間の売上高は113億97百万円（前年同四半期比16.2％増）となり、営業損

益は３億16百万円の損失（前年同四半期は５億11百万円の営業損失）、経常損益は６億90百万円の損失（前年同四

半期は８億97百万円の経常損失）、四半期純損益は４億８百万円の損失（前年同四半期は５億38百万円の純損失）

と、いずれの段階利益でも改善が図られました。

【参考】事業別売上高

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

事業の種類

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日）

金額（百万円） 前年同四半期比（％）

まいたけ 4,292 128.9

えりんぎ 1,937 101.5

ぶなしめじ 1,944 97.2

その他生茸 402 120.3

生茸事業 8,576 113.2

もやし・カット野菜事業 1,396 176.4

加工食品事業 476 102.3

その他食品事業 547 88.6

食品事業計 10,996 116.4

その他の事業 401 112.2

合計 11,397 116.2



（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて7.2％増加し343億78百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ19.2％増加し87億20百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛

金が５億41百万円、仕掛品が５億58百万円、繰延税金資産が３億61百万円増加したこと等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.6％増加し256億20百万円となりました。これは主に、生産能力増強を

目的とした設備投資等による有形固定資産が５億61百万円の増加や、中国に設立した合弁会社に対する関係会社出

資金２億35百万円の増加等によります。

負債の部では、流動負債が、前連結会計年度末に比べて31.7％増加し174億54百万円となりました。これは主

に、運転資金として調達した短期借入金が41億76百万円増加したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて5.9％減少し117億65百万円となりました。これは主に、社債が５億93百

万円、長期未払金が１億17百万円減少したこと等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて18.4％減少し51億58百万円となりました。これは主に、剰余金の配当

３億74百万円や四半期純損失４億８百万円の計上等による利益剰余金の減少と自己株式３億95百万円の増加等によ

ります。

（キャッシュ・フローについて）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期末と比較して11億82百万円減少し、

19億57百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは16億70百万円の支出（前年同四半期比

50.0％増）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失７億19百万円（前年同四半期８億88百万円の純

損失）、売上債権の増加額５億44百万円（前年同四半期比49.8％増）及び法人税等の支払により８億10百万円を支

出したこと等によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは６億84百万円の支出（前年同四半期比

25.7％減）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出４億67百万円（前年同四半期比65.6％増）

及び関係会社出資金の払込による支出２億35百万円（前年同四半期比18.6％減）等によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは23億74百万円の収入（前年同四半期比

41.4％減）となりました。これは主に、短期借入金の純増加額50億４百万円（前年同四半期比19.3％増）及び長期

借入金の返済による支出25億39百万円（前年同四半期比5.5％減）等によるものであります。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

通期の連結業績予想につきましては、平成22年８月２日の平成23年３月期第１四半期決算発表時に公表しました

業績予想値を変更しておりません。

なお、本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって予想数値と異なる結

果となる可能性があります。



（１）重要な子会社の異動の概要

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

（簡便な会計処理）

①一般債権貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

③固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として、定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

（四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19条の規定により、「中間財務諸表

等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて掲載しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①会計基準等の改正に伴う変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失がそれぞれ２百万円増加し、税金等調整前四

半期純損失が31百万円増加しております。

②①以外の変更

該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要

該当事項はありません。

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成22年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,029 2,087

受取手形及び売掛金 2,119 1,577

商品及び製品 1,018 1,015

仕掛品 2,016 1,457

原材料及び貯蔵品 465 528

繰延税金資産 660 299

その他 434 350

貸倒引当金 △23 △3

流動資産合計 8,720 7,314

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,919 13,106

土地 6,757 6,766

その他（純額） 3,372 2,615

有形固定資産合計 23,049 22,488

無形固定資産 198 183

投資その他の資産

その他 2,471 2,159

貸倒引当金 △98 △108

投資その他の資産合計 2,372 2,051

固定資産合計 25,620 24,723

繰延資産 37 45

資産合計 34,378 32,083



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成22年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 669 456

短期借入金 12,368 8,192

未払法人税等 73 922

引当金 278 226

その他 4,063 3,458

流動負債合計 17,454 13,256

固定負債

社債 2,406 2,999

長期借入金 7,777 7,786

退職給付引当金 73 69

役員退職慰労引当金 445 467

その他 1,063 1,187

固定負債合計 11,765 12,509

負債合計 29,220 25,765

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 2,233 3,056

自己株式 △1,011 △616

株主資本合計 5,089 6,307

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11 △4

繰延ヘッジ損益 △125 △117

為替換算調整勘定 △114 △91

評価・換算差額等合計 △250 △212

新株予約権 63 34

少数株主持分 255 188

純資産合計 5,158 6,318

負債純資産合計 34,378 32,083



（２）四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日）

売上高 9,806 11,397

売上原価 7,203 8,048

売上総利益 2,602 3,349

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 285 462

運賃 845 911

報酬及び給料手当 670 829

賞与引当金繰入額 52 63

役員退職慰労引当金繰入額 3 25

雑費 1,256 1,372

販売費及び一般管理費合計 3,114 3,665

営業損失（△） △511 △316

営業外収益

受取利息 1 2

デリバティブ収益 13 0

固定資産賃貸料 20 25

雑収入 24 32

営業外収益合計 60 61

営業外費用

支払利息 287 252

雑損失 158 183

営業外費用合計 446 436

経常損失（△） △897 △690

特別利益

新株予約権戻入益 14 2

貸倒引当金戻入額 － 7

特別利益合計 14 9

特別損失

投資有価証券評価損 3 －

固定資産除却損 － 3

固定資産売却損 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 29

減損損失 1 6

特別損失合計 5 38

税金等調整前四半期純損失（△） △888 △719

法人税等 △395 △384

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △334

少数株主利益 44 74

四半期純損失（△） △538 △408



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △888 △719

減価償却費及びその他の償却費 623 740

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 53

減損損失 1 6

支払利息 287 252

売上債権の増減額（△は増加） △363 △544

たな卸資産の増減額（△は増加） △565 △501

仕入債務の増減額（△は減少） 86 330

その他 88 △42

小計 △727 △424

利息の支払額 △293 △257

法人税等の支払額 － △810

その他の支出 △92 △178

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,113 △1,670

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △282 △467

関係会社出資金の払込による支出 △289 △235

貸付けによる支出 △281 －

その他 △69 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △922 △684

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,195 5,004

長期借入れによる収入 3,007 1,713

長期借入金の返済による支出 △2,686 △2,539

社債の発行による収入 583 －

社債の償還による支出 △415 △643

自己株式の取得による支出 △263 △652

配当金の支払額 △297 △373

その他 △68 △135

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,053 2,374

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △30

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,023 △11

現金及び現金同等物の期首残高 1,116 1,969

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,139 1,957



該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 1,605 2,262 3,056 △616 6,307

当第２四半期連結会計期間末

までの変動額

剰余金の配当 △374 △374

四半期純損失（△） △408 △408

自己株式の処分 △39 256 217

自己株式の取得 △652 △652

当第２四半期連結会計期間末

までの変動額合計
－ － △823 △395 △1,218

当第２四半期連結会計期間末

残高
1,605 2,262 2,233 △1,011 5,089



【訂正前】

１．平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

平成23年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
平成22年10月29日

上場会社名 株式会社 雪国まいたけ 上場取引所 東

コード番号 １３７８ URL  http://www.maitake.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)  大平 喜信
問合せ先責任者 (役職名) 取締役兼執行役員管理本部長 (氏名)  山本 忠義 ＴＥＬ 025-778-0111
四半期報告書提出予定日 平成22年11月12日 配当支払開始予定日 －
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 11,397 16.2 △317 － △690 － △403 －

22年３月期第２四半期 9,806 △2.8 △512 － △897 － △537 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 △10.93 －

22年３月期第２四半期 △15.21 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 35,540 6,319 16.9 163.22

22年３月期 33,239 7,474 21.8 193.68

（参考）自己資本 23年３月期第２四半期 百万円6,000 22年３月期 百万円7,250

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

23年３月期 － 0.00

23年３月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 当四半期における配当予想の修正有無 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,000 14.8 3,190 18.2 2,600 29.7 1,555 35.9 42.16

(注) 当四半期における業績予想の修正有無 無



４．その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 社（社名 ）、除外 社（社名 ）

(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(３) 会計方針の原則・手続、表示方法等の変更

(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

(４) 発行済株式数（普通株式）

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「(３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

(１) 当四半期中における重要な子会社の異動 無

－ －

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 有

①  会計基準等の改正に伴う変更 有

②  ①以外の変更 無

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 38,890,375株 22年３月期 38,890,375株

②  期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 2,125,721株 22年３月期 1,454,433株

③  期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期２Ｑ 36,885,951株 22年３月期２Ｑ 35,287,164株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、順調な新興国経済や政府の経済政策の効果を背景に緩やかな

景気回復が続きましたが、雇用情勢や個人消費は依然低迷を続けており、景気刺激策の効果一巡、円高進行、新興

国における経済の陰りなどの不安要素もあり先行きの不透明な状況が続いております。

生鮮食品業界におきましては、ゲリラ豪雨や記録的な猛暑などの天候不順から不安定な野菜の出荷状態が続き、

価格も変動の激しい相場展開となりました。個人消費につきましては、根強い節約志向が続き、小売業界において

も価格訴求が強まる厳しい販売環境で推移しました。

こうした中で当社グループは、当事業年度を初年度とする「2010年－2012年中期経営計画」を策定し、継続的な

成長を目指し、新たなビジネスモデルの構築とグローバルな事業展開、そして経営体質の強化に向けた取り組みを

進めてまいりました。

生茸事業は、個人消費の低迷が続く中で、営業員の増員など営業体制強化に取り組み、新規顧客開拓や販売管理

機能の精度向上に注力し、市場環境の変化にも柔軟に対応できる管理体制を整えてまいりました。その結果、茸の

国内売上高は81億74百万円となり、前年同四半期の売上高72億39百万円を９億34百万円（12.9％増）上回りまし

た。中でも、まいたけにつきましては、その機能性への関心の高まりから需要が拡大し、売上高は42億92百万円

（前年同四半期比28.9％増）と大幅な増収となりました。

また海外（中国）で生産・販売を行っているその他生茸のえのき茸の売上高は４億２百万円（前年同四半期比

20.3％増）と堅調な実績となりました。

もやし・カット野菜事業につきましては、カット野菜の利便性に加え、きのこがたっぷりと入った値ごろ感、独

自のパッケージ製法による商品完成度の高さ、自社での高度な残留農薬検査等の安全体制などの優位性を訴え、拡

販を進めてまいりました。また、消費者ニーズを取り入れ、既存商品の一部リニューアルを行うと共に、シリーズ

第４弾の新商品「にら・もやしＭＩＸ」を発売開始するなど、加熱調理用カット野菜のトップメーカーとして一層

のカット野菜市場の拡大を目指し、積極的な事業戦略を展開してまいりました。このカット野菜の売上増加によ

り、もやし・カット野菜事業の売上高は13億96百万円（前年同四半期比76.4％増）と大幅な増収となりました。

以上により、当第２四半期連結累計期間の売上高は113億97百万円（前年同四半期比16.2％増）となり、営業損

益は３億17百万円の損失（前年同四半期は５億12百万円の営業損失）、経常損益は６億90百万円の損失（前年同四

半期は８億97百万円の経常損失）、四半期純損益は４億３百万円の損失（前年同四半期は５億37百万円の純損失）

と、いずれの段階利益でも改善が図られました。

【参考】事業別売上高

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

事業の種類

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日）

金額（百万円） 前年同四半期比（％）

まいたけ 4,292 128.9

えりんぎ 1,937 101.5

ぶなしめじ 1,944 97.2

その他生茸 402 120.3

生茸事業 8,576 113.2

もやし・カット野菜事業 1,396 176.4

加工食品事業 476 102.3

その他食品事業 547 88.6

食品事業計 10,996 116.4

その他の事業 401 112.2

合計 11,397 116.2



（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて6.9％増加し355億40百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ19.2％増加し87億20百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛

金が５億41百万円、仕掛品が５億58百万円、繰延税金資産が３億61百万円増加したこと等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.5％増加し267億82百万円となりました。これは主に、生産能力増強を

目的とした設備投資等による有形固定資産が５億67百万円の増加や、中国に設立した合弁会社に対する関係会社出

資金２億35百万円の増加等によります。

負債の部では、流動負債が、前連結会計年度末に比べて31.7％増加し174億54百万円となりました。これは主

に、運転資金として調達した短期借入金が41億76百万円増加したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて5.9％減少し117億65百万円となりました。これは主に、社債が５億93百

万円、長期未払金が１億17百万円減少したこと等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて15.4％減少し63億19百万円となりました。これは主に、剰余金の配当

３億74百万円や四半期純損失４億３百万円の計上等による利益剰余金の減少と自己株式３億95百万円の増加等によ

ります。

（キャッシュ・フローについて）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期末と比較して11億82百万円減少し、

19億57百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは16億70百万円の支出（前年同四半期比

50.0％増）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失７億13百万円（前年同四半期８億87百万円の純

損失）、売上債権の増加額５億44百万円（前年同四半期比49.8％増）及び法人税等の支払により８億10百万円を支

出したこと等によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは６億84百万円の支出（前年同四半期比

25.7％減）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出４億67百万円（前年同四半期比65.6％増）

及び関係会社出資金の払込による支出２億35百万円（前年同四半期比18.6％減）等によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは23億74百万円の収入（前年同四半期比

41.4％減）となりました。これは主に、短期借入金の純増加額50億４百万円（前年同四半期比19.3％増）及び長期

借入金の返済による支出25億39百万円（前年同四半期比5.5％減）等によるものであります。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

通期の連結業績予想につきましては、平成22年８月２日の平成23年３月期第１四半期決算発表時に公表しました

業績予想値を変更しておりません。

なお、本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって予想数値と異なる結

果となる可能性があります。



（１）重要な子会社の異動の概要

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

（簡便な会計処理）

①一般債権貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

③固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として、定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

（四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19条の規定により、「中間財務諸表

等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて掲載しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①会計基準等の改正に伴う変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失がそれぞれ２百万円増加し、税金等調整前四

半期純損失が31百万円増加しております。

②①以外の変更

該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要

該当事項はありません。

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成22年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,029 2,087

受取手形及び売掛金 2,119 1,577

商品及び製品 1,018 1,015

仕掛品 2,016 1,457

原材料及び貯蔵品 465 528

繰延税金資産 660 299

その他 434 350

貸倒引当金 △23 △3

流動資産合計 8,720 7,314

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,935 13,122

土地 7,904 7,906

その他（純額） 3,372 2,615

有形固定資産合計 24,211 23,644

無形固定資産 198 183

投資その他の資産

その他 2,471 2,159

貸倒引当金 △98 △108

投資その他の資産合計 2,372 2,051

固定資産合計 26,782 25,879

繰延資産 37 45

資産合計 35,540 33,239



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成22年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 669 456

短期借入金 12,368 8,192

未払法人税等 73 922

引当金 278 226

その他 4,063 3,458

流動負債合計 17,454 13,256

固定負債

社債 2,406 2,999

長期借入金 7,777 7,786

退職給付引当金 73 69

役員退職慰労引当金 445 467

その他 1,063 1,187

固定負債合計 11,765 12,509

負債合計 29,220 25,765

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 3,395 4,212

自己株式 △1,011 △616

株主資本合計 6,251 7,463

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11 △4

繰延ヘッジ損益 △125 △117

為替換算調整勘定 △114 △91

評価・換算差額等合計 △250 △212

新株予約権 63 34

少数株主持分 255 188

純資産合計 6,319 7,474

負債純資産合計 35,540 33,239



（２）四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日）

売上高 9,806 11,397

売上原価 7,203 8,048

売上総利益 2,602 3,349

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 285 462

運賃 845 911

報酬及び給料手当 670 829

賞与引当金繰入額 52 63

役員退職慰労引当金繰入額 3 25

雑費 1,258 1,373

販売費及び一般管理費合計 3,115 3,666

営業損失（△） △512 △317

営業外収益

受取利息 1 2

デリバティブ収益 13 0

固定資産賃貸料 20 25

雑収入 24 32

営業外収益合計 60 61

営業外費用

支払利息 287 252

雑損失 157 182

営業外費用合計 445 435

経常損失（△） △897 △690

特別利益

新株予約権戻入益 14 2

貸倒引当金戻入額 － 7

特別利益合計 14 9

特別損失

投資有価証券評価損 3 －

固定資産除却損 － 3

固定資産売却損 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 29

特別損失合計 3 32

税金等調整前四半期純損失（△） △887 △713

法人税等 △395 △384

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △329

少数株主利益 44 74

四半期純損失（△） △537 △403



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △887 △713

減価償却費及びその他の償却費 623 741

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 53

支払利息 287 252

売上債権の増減額（△は増加） △363 △544

たな卸資産の増減額（△は増加） △565 △501

仕入債務の増減額（△は減少） 86 330

その他 88 △42

小計 △727 △424

利息の支払額 △293 △257

法人税等の支払額 － △810

その他の支出 △92 △178

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,113 △1,670

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △282 △467

関係会社出資金の払込による支出 △289 △235

貸付けによる支出 △281 －

その他 △69 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △922 △684

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,195 5,004

長期借入れによる収入 3,007 1,713

長期借入金の返済による支出 △2,686 △2,539

社債の発行による収入 583 －

社債の償還による支出 △415 △643

自己株式の取得による支出 △263 △652

配当金の支払額 △297 △373

その他 △68 △135

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,053 2,374

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △30

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,023 △11

現金及び現金同等物の期首残高 1,116 1,969

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,139 1,957



該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 1,605 2,262 4,212 △616 7,463

当第２四半期連結会計期間末

までの変動額

剰余金の配当 △374 △374

四半期純損失（△） △403 △403

自己株式の処分 △39 256 217

自己株式の取得 △652 △652

当第２四半期連結会計期間末

までの変動額合計
－ － △817 △395 △1,212

当第２四半期連結会計期間末

残高
1,605 2,262 3,395 △1,011 6,251
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